
 

 

 

 

 

 

本市では、令和 5 年 3 月 31 日付けで昭和 20 年

（1945）の出征旗１枚と、その参考資料として写真

類４点の寄贈を受けました。 

出征旗
しゅっせいばた

は、八女市出身の室園梯二郎
むろぞのていじろう

氏が熊谷
くまがや

陸軍
りくぐん

飛行学校の少年飛行兵として出征する際に寄せ書き

されたものです。写真類には、梯二郎氏が同校に入

校した時の全身写真や、在学中の集合写真などがあ

ります。 

資料を通して、太平洋戦争末期の戦局に翻弄され

た少年飛行兵の実態が浮かび上がります。 

 

●室園梯二郎氏と出征旗 

梯二郎氏は、昭和 4年（1929）に八女市に生まれ、

昭和 18 年（1943）に 13歳で少年飛行兵を志願
し が ん

し、

東京陸軍少年飛行兵学校に入校しました。卒業後は、

熊谷陸軍飛行学校 17 期第一区隊（大倉隊）第二班

（北山隊）へ配属となり、厳しい訓練を受けました。 

昭和 20 年（1945）7 月に出撃の命令が下ります。

出征旗はこの時、梯二郎氏の父親や、卒業した尋常
じんじょう

小学校の教師・同級生などから寄せ書きされたもの

で、少年飛行兵を鼓舞
こ ぶ

する「制空
せいくう

」「空之
そ ら の

神兵
しんぺい

」とい

った言葉が並んでいます。 

 

●梯二郎氏写真         ●出征旗 昭和 20年（1945） 

昭和 20 年（1945）       画面右下に、梯二郎氏の父（室園繁人）による「制空」の文字がある。 

遺影として撮影された。     画面下左「甲木房義」から「大石良喜」まで４名が尋常小学校の教員。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 新収蔵資料紹介（令和５年度８月）展示解説シート ◆ 

戦地へ ～ 少年飛行兵の出征旗 ～ 

会期：令和５年８月１日（火）～31 日（木） 

久留米市立六ツ門図書館展示コーナー 

 



●少年飛行兵と陸軍少年飛行兵学校 

昭和 8年（1933）、優秀な技術を持った下士官の養

成を目的に少年兵制度が創設され、航空機による攻

撃の重要度が高まると、昭和 12 年(1937)、三尻
み し り

村

（現埼玉県熊谷市）にある熊谷陸軍飛行学校内に東

京陸軍航空学校が開設されました。翌 13 年(1938)9

月に村山村（現東京都武蔵村山
むさしむらやま

市）の新校舎へ移転

し、昭和 18 年（1943）3月には名称を東京陸軍少年

飛行兵学校と改めました。学校では、飛行機に関す

る座学や実習、軍事訓練などが行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●東京陸軍少年飛行兵学校集合写真 昭和戦前期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


